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道
路
が
大
丈
夫
で
も
通
行
不
能
に

東
関
東
大
震
災
は
東
北
各
地
に
大
き

な
爪
痕
を
残
し
た
が
、
特
徴
的
な
の
は
津

波
に
よ
る
被
害
で
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
都
市
で
あ
る
東
京
で
は
倒
壊
し
た
建
物

や
通
行
不
能
と
な
っ
た
道
路
は
数
え
る
程

で
、
津
波
に
よ
る
被
災
を
受
け
た
東
北
地

方
の
太
平
洋
岸
に
比
べ
れ
ば
不
幸
中
の
幸

い
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
は
報
告
さ
れ

て
い
な
い
。

し
か
し
、い
ま
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

首
都
直
下
型
の
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
主
要
な
道

路
周
辺
の
建
造
物
が
倒
壊
す
れ
ば
通
行

不
能
と
な
る
し
、
道
路
自
体
も
高
架
線
な

ど
は
特
に
ど
の
程
度
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ

る
の
か
は
実
際
に
起
こ
っ
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
せ
め
て
、
道
路
の
通
行
を
確
保

し
、
緊
急
自
動
車
な
ど
が
走
行
で
き
る
導

線
を
確
保
す
る
た
め
に
、
道
路
に
面
し
た

建
物
の
耐
震
補
強
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
先
行
し
て
い
る
の
が
耐
震
診
断
で

東
京
都
は
「
東
京
に
お
け
る
緊
急
輸
送
道

路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を
推
進
す
る

条
例
」
を
施
行
し
、
特
に
重
要
な
道
路
を

「
特
定
緊
急
輸
送
道
路
」
と
し
て
指
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
沿
道
建
築
物
に
耐
震

診
断
の
実
施
を
義
務
付
け
て
い
る
。
さ
ら

に
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
25
年
11
月
25
日
改
正
）で

も
耐
震
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
の
資
金
を
助
成
す
る
制
度
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。

助
成
を
受
け
る
た
め
の
要
件
と
し
て

は
、

① 

一
級
建
築
士
な
ど
資
格
の
あ
る
者
が

行
う
こ
と

② 

区
が
指
定
し
た
機
関
で
評
定
を
受
け

た
も
の
、
ま
た
は
、
都
と
協
定
を
締

結
し
た
団
体
が
確
認
し
た
も
の

③ 

区
や
東
京
都
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
等
を
受
け
、
特
定
沿
道
建
築
物

で
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
必

要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
建
物

と
い
っ
た
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

首
都
直
下
型
地
震
で

想
定
さ
れ
る
被
害

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ
り
、

そ
の
発
生
回
数
は
世
界
的
に
見
て
も
群

を
抜
い
て
い
る
。
地
震
は
世
界
の
ど
の
地

域
で
も
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
プ

レ
ー
ト
境
界
域
に
集
中
し
て
起
こ
る
。
日

本
の
周
辺
に
は
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
境
界
が

あ
り
、
地
殻
変
動
が
激
し
く
地
震
活
動

が
活
発
で
あ
る
。
そ
の
た
め
世
界
で
起
こ

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地
震
の
２

割
以
上
が
日
本
で
発
生
し
て
い
る
。
日

本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
な
の
だ
。
歴

史
的
に
見
て
も
、
と
く
に
関
東
エ
リ
ア
で

は
、
１
７
０
３
年
の
元
禄
関
東
地
震
や

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
な
ど
過
去

に
関
東
地
方
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
は
、
お
よ
そ

２
０
０
〜
３
０
０
年
に
１
回
と
い
う
周
期

で
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
巨
大
地
震
の
起
こ
る
周
期
の
間

に
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
大
地

震
が
数
回
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
、
政
府

間
近
に
迫
っ
た
２
０
２
０
。
そ
の
た
め
に
日
本
が
し
て
お
く
べ
き
こ
と
を
シ
リ
ー
ス
で
取
り
上
げ
る
。

二
回
目
は
「
耐
震
補
強
」。
１
９
６
４
年
の
前
回
東
京
大
会
の
際
に
整
備
が
進
ん
だ
東
京
の
道
路
は
、
周
辺

の
ビ
ル
の
倒
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
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の
地
震
調
査
委
員
会
で
は
２
０
０
７
年

か
ら
の
30
年
の
間
に
南
関
東
に
お
け
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震

が
発
生
す
る
確
率
は
、
な
ん
と
70
％
と
推

定
し
て
い
る
の
だ
。

東
京
都
防
災
会
議
は
平
成
18
年
５
月

に
「
首
都
直
下
地
震
に
よ
る
東
京
の
被
害

想
定
」
を
発
表
。
こ
れ
は
近
年
の
東
京
の

都
市
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
、
大
地
震

発
生
時
に
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
す
る

か
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
想
定
で
は
、
区
部
東

部
で
発
生
す
る
「
東
京
湾
北

部
地
震
」
と
多
摩
地
区
で
発

生
す
る
「
多
摩
直
下
型
地

震
」
を
対
象
に
被
害
の
大
き

さ
を
検
討
し
て
い
る
。

よ
り
被
害
が
大
き
い
と
想
定
さ
れ

る
「
東
京
湾
北
部
地
震
」
の
場
合
、
地

震
に
よ
る
ゆ
れ
、
液
状
化
、
急
傾
斜
崩

壊
、
火
災
に
よ
り
建
物
被
害
は
甚
大
に

な
り
、
都
内
建
物
の
約
２
７
０
万
棟
の

う
ち
、
約
12
万
７
０
０
０
棟
が
全
壊
、
約

34
万
６
０
０
０
棟
が
半
壊
と
な
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
人
的
被
害
も
甚
大
に
な
る
。
死

者
は
約
５
６
０
０
人
と
想
定
さ
れ
、
負

傷
者
は
約
15
万
９
０
０
０
人
（
う
ち
約

２
万
４
０
０
０
人
が
重
傷
者
）に
及
ぶ
と

い
う
。
建
物
の
倒
壊
や
屋
内
収
納
物
の
移

動
・
転
倒
に
よ
る
負
傷
が
大
半
を
占
め
、

避
難
者
数
は
地
震
発
生
１
日
後
の
ピ
ー

ク
時
に
約
３
８
５
万
人
と
想
定
さ
れ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
ピ
ー
ク
で
約
30
万

人
、
新
潟
県
中
越
地
震
で
約
10
万
人
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
桁
違
い
に
多
く
の

避
難
者
が
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
首
都
直
下
型
地
震
に
お
け

る
建
物
被
害
に
つ
い
て
は
、
昭
和
56
年
以

前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
受
け
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
56
年
６
月
に

耐
震
基
準
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
た
め

で
、
そ
の
背
景
に
は
昭
和
53
年
の
宮
城
県

沖
地
震
に
お
い
て
そ
れ
ま
で
安
全
と
さ
れ

て
い
た
学
校
な
ど
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
建
物
に
お
い
て
も
多
く
の
被
害
が
発
生

し
た
こ
と
が
あ
る
。

震源 東京湾北部

震源の深さ 約30～50㎞

規模 M7.3（阪神淡路大震災と同規模）

時期・時刻 冬の夕方18時

風速 6メートル／秒

名称 発生年月日 マグニ
チュード

被害状況

死者・
行方不明者

全壊・焼失・
流出家屋

南海地震 1946.12.21 8 1,443 13,119

福井地震 1948.06.28 7.1 3,769 40,035

十勝沖地震 1952.03.04 8.2 33 921

チリ地震津波 1960.05.23 9.5 139 2,830

新潟地震 1964.06.16 7.5 26 2,250

1968年十勝沖地震 1968.05.16 7.9 52 691

伊豆半島沖地震 1974.05.09 6.9 30 139

伊豆大島近海地震 1978.01.14 7 25 96

宮城県沖地震 1978.06.12 7.4 28 1,183

日本海中部地震 1983.05.26 7.7 104 987

長野県西部地震 1984.09.14 6.8 29 24

北海道南西沖地震 1993.07.12 7.8 230 601

兵庫県南地震 1995.01.17 7.3 6,436 111,054

新潟県中越地震 2004.10.23 6.8 46 2,827

被害想定の前提条件

我が国の主な地震災害一覧（戦後）

※死者・行方不明者が20人を超える被害地震を掲載 （出典：内閣府HP）

1994～2003年に発生したマグニチュード5.0以上の震源分布図
（出典：内閣府HPに加筆）
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阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
も
、
昭
和

56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た

建
物
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
首
都

直
下
型
地
震
に
備
え
て
、
昭
和
56
年
以
前

に
建
て
ら
れ
た
建
物
の
早
急
な
耐
震
化
が

必
要
な
の
だ
。

東
京
都
の
取
り
組
み

首
都
直
下
地
震
の
切
迫
性
が
指
摘
さ

れ
る
中
、
平
成
28
年
３
月
、
東
京
都
は
建

築
物
の
耐
震
化
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一

層
の
拡
充
を
図
り
、
計
画
的
か
つ
総
合
的

に
耐
震
化
を
促
進
す
る
べ
く
「
東
京
都
耐

震
改
修
促
進
計
画
」
を
改
定
し
た
。

そ
の
冒
頭
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

○ 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
が
４
年

後
に
迫
る
中
、
東
京
の
防
災 

対
応
力

の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
更
な
る
耐

震
化
の
促
進
が
必
要 

○ 『
必
ず
来
る
大
地
震
に
対
し
て
も「
倒

れ
な
い
」世
界
一
安
全
・
安
心
な
都
市
・

東
京
の
実
現
』を
基
本
理
念
と
し
、
耐

震
化
の
新
た
な
目
標
と
施
策
を
提
示

（
計
画
期
間

：

平
成
28
年
度
か
ら
37

年
度
ま
で
）

さ
ら
に
主
な
施
策
と
し
て

① 

特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の

耐
震
化

【
方
針
】

○ 

東
京
２
０
２
０
大
会
ま
で
に
は
緊
急

輸
送
道
路
の
機
能
を
確
保
し
、
最
終

的
に
は
道
路
閉
塞
ゼ
ロ
を
実
現
す
る

た
め
、
耐
震
改
修
等
を
重
点
的
に
促

進
。

○ 

改
修
計
画
作
成
に
向
け
た
新
た
な
支

援
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、「
特

に
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
建
築
物
に

お
け
る
耐
震
改
修
費
の
助
成
を
拡
充

○ 

災
害
時
に
お
い
て
も
広
域
的
な
緊
急

輸
送
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
た
め
、
九
都
県
市
首
脳
会
議
を

構
成
す
る
自
治
体
と
連
携
し
、
耐
震

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始

② 

防
災
都
市
づ
く
り
推
進
計
画
に
定
め

る
整
備
地
域
内
の
住
宅
の
耐
震
化

【
方
針
】

○ 

防
災
生
活
道
路
沿
道
の
不
燃
化
・
建

替
え
や
耐
震
改
修
等
の
促
進
に
よ
り

道
路
閉
塞
を
防
止

○ 

助
成
対
象
を
木
造
以
外
に
も
拡
大
す

る
と
と
も
に
、助
成
額
を
引
上
げ

○ 

相
談
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
整
備

地
域
内
に
お
い
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
を
新
た
に
実
施

③ 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
化

【
方
針
】

○ 

倒
壊
に
よ
る
周
辺
市
街
地
へ
の
影
響

が
大
き
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
化
を

促
進

○ 

マ
ン
シ
ョ
ン
啓
発
隊
の
再
訪
問
、「（
仮

称
）
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
ま
ち
づ
く
り

制
度
」の
創
設 

等

④ 

耐
震
化
の
普
及
啓
発

【
方
針
】

○ 

耐
震
化
の
進
捗
状
況
を「
見
え
る
化
」

し
、都
民
の
機
運
を
更
に
醸
成

○ 
工
事
現
場
に
耐
震
マ
ー
ク
を
提
示

し
、
改
修
工
事
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ 
等

と
４
項
目
が
並
ん
で
い
る
が
注
目
す
べ
き
は

「
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の

耐
震
化
」
だ
ろ
う
。
冒
頭
に
も
記
し
た
通

り
、
主
要
な
道
路
周
辺
の
建
造
物
が
倒
壊

す
れ
ば
道
路
自
体
が
通
行
不
能
と
な
る

の
は
目
に
見
え
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時

に
い
か
に
緊
急
自
動
車
等
の
動
線
を
確
保

す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
主
要

道
路
の
沿
道
に
あ
る
建
物
の
倒
壊
を
防

ぐ
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

東
京
都
と
し
て
も
こ
の
部
分
に
つ
い
て

は
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
、「
防

災
生
活
道
路
沿
道
の
不
燃
化
・
建
替
え

や
耐
震
改
修
等
の
促
進
に
よ
り
道
路
閉

塞
を
防
止
」
と
明
確
に
そ
の
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
。

1994～2003年に発生したマグニチュード
6.0以上の地震回数

世界
960

日本
220（22.9％）

（出典：内閣府HP）
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助
成
制
度
の
活
用
で

耐
震
化
を
推
進

耐
震
化
助
成
に
つ
い
て
は
、
各
区
市
町

村
に
よ
っ
て
対
応
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、一

概
に
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
多
く
の

自
治
体
に
お
い
て
東
京
都
か
ら
の
支
援
を

受
け
た
助
成
制
度
（
37
ペ
ー
ジ
参
照
）
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
相
談

に
応
じ
て
く
れ
る
。
そ
の
内
容
だ
が
大
き

く
分
け
て
、
耐
震
診
断
、
補
強
設
計
、
耐

震
改
修
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
内
容
が
わ
か
り
づ
ら

い
。耐

震
診
断
は
文
字
通
り
該
当
す
る
建

物
が
ど
の
程
度
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か
を

診
断
す
る
も
の
で
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
が「
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物

（
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
）」

と
な
っ
て
お
り
、
前
出
の
主
要
な
道
路
周

辺
の
建
造
物
が
対
象
と
な
る
。
具
体
的
に

は
「
特
定
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道
の
建
築

物
で
、
高
さ
が
お
お
む
ね
道
路
幅
員
の
２

分
の
１
以
上
の
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
耐
震
改
修
促
進
法
で
は
都
や

区
市
町
村
が
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
地

震
時
の
建
築
物
の
倒
壊
に
よ
る
通
行
障

害
を
防
ぐ
べ
き
道
路
を
定
め
、
そ
の
沿
道

建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
都
は
、
特
定
緊
急

輸
送
道
路
を
耐
震
改
修
促
進
法
第
５
条

第
３
項
第
２
号
に
基
づ
く
「
建
築
物
集
合

地
域
通
過
道
路
等
」
と
し
て
位
置
付
け
、

同
法
第
７
条
第
１
項
第
２
号
に
よ
り
特

定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
を
「
要

安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
」と
し
て
耐

震
診
断
の
実
施
を
義
務
付
け
て
い
る
。

こ
う
な
る
と
煩
雑
す
ぎ
て
少
な
く
と

も
筆
者
の
理
解
力
を
超
え
て
し
ま
う
が
、

要
は
、細
か
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
当
該
す

る
区
市
町
村
に
お
聞
き
な
さ
い
。
と
い
う

こ
と
の
よ
う
だ
。

と
に
か
く
自
分
の
所
有
す
る
建
造
物
が

「
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
（
特

定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
）」に
該

当
す
る
か
ど
う
か
、
該
当
す
る
な
ら
耐
震

診
断
、
補
強
設
計
、
耐
震
改
修
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
助
成
制
度
も
用

意
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

す
で
に
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
実
施
さ

れ
、
そ
の
結
果
も
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

じ
つ
は
緊
急
輸
送
道
路
と
は
都
内
の
主

要
大
通
り
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
地
震
直
後
か
ら
発
生
す
る
緊
急
輸

送
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
高
速
自
動
車
国

道
、一
般
国
道
及
び
こ
れ
ら
を
連
絡
す
る

幹
線
道
路
と
知
事
が
指
定
す
る
防
災
拠

点
を
相
互
に
連
絡
す
る
道
路
を
指
し
、、

そ
れ
は
第
１
次
〜
第
３
次
ま
で
設
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
を
見
て
み
よ

う
。

○ 

第
１
次
＝
応
急
対
策
の
中
枢
を
担

う
都
本
庁
舎
、
立
川
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
、重
要
港
湾
、空
港
等
を
連
絡
す

る
路
線

○ 

第
２
次
＝
一
次
路
線
と
区
市
町
村
役

場
、主
要
な
防
災
拠
点（
警
察
、消
防
、

医
療
等
の
初
動
対
応
機
関
）
を
連
絡

す
る
路
線

○ 

第
３
次
＝
そ
の
他
の
防
災
拠
点
（
広

域
輸
送
拠
点
、備
蓄
倉
庫
等
）を
連
絡

す
る
路
線

と
な
っ
て
い
て
、
第
１
次
は
ま
だ
し
も
、
第

２
次
、
第
３
次
と
な
る
と
記
載
さ
れ
て
い

る
防
災
拠
点
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
建
造
物
の
オ
ー

ナ
ー
は
自
分
の
所
有
す
る
ど
れ
に
該
当
す

る
の
か
を
瞬
時
に
は
判
断
で
き
か
ね
る
の

が
実
情
で
あ
る
。

対
象
と
な
る
エ
リ
ア

少
な
く
と
も
現
時
点
で
確
認
で
き
る

の
は
地
図
上
に
あ
る
太
線
（
高
速
道
路
）

と
細
線
（
高
速
道
路
以
外
）
の
特
定
緊

急
輸
送
道
路
で
あ
る
が
、
別
に
一
般
緊
急

輸
送
道
路
と
い
う
概
念
も
設
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
緊
急
輸
送
道
路
（
延
長
約 

２
０
０
０
㎞
）
の
う
ち
、
特
に
沿
道
の
建

築
物
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
道
路
を
特
定
緊
急
輸
送
道
路
（
延
長

約
１
０
０
０
㎞
）
と
し
た
上
で
、
こ
の
特

定
緊
急
輸
送
道
路
以
外
の
緊
急
輸
送
道

路
を
一
般
緊
急
輸
送
道
路
と
称
し
た
も
の

で
あ
る
。
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一
般
緊
急
輸
送
道
路
の
場
合
は
、
耐
震

診
断
は
義
務
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
東

京
都
と
し
て
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
耐

震
補
強
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
立

場
か
ら
、
特
定
緊
急
輸
送
道
路
と
同
様
に

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
助
成
制
度
は

基
本
的
に
区
市
町
村
の
自
治
体
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
東
京
都
や

国
の
助
成
金
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
背
景

に
置
か
れ
て
い
る
。
自
治
体
の
助
成
制
度

が
あ
っ
て
初
め
て
生
き
る
仕
組
み
な
の
で

あ
る
。
商
業
ビ
ル
な
ど
の
場
合
、
テ
ナ
ン

ト
の
営
業
の
妨
げ
に
な
る
工
事
は
な
か
な

か
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
建
造
物
の

オ
ー
ナ
ー
が
個
人
と
は
限
ら
な
い
場
合
も

あ
っ
て
、
市
民
か
ら
の
意
向
が
強
い
自
治

体
に
よ
っ
て
は
予
算
の
都
合
上
極
め
て
消

極
的
な
例
も
あ
り
、
な
か
な
か
推
進
し
に

く
い
面
も
あ
る
。

東
京
都
と
し
て
は
、
義
務
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
よ
り
多
く
の
建
造
物
で
耐
震

診
断
、
補
強
設
計
、
耐
震
改
修
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら
主
体
と
な
る
区
市
町
村
次
第
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。

最
終
的
な
耐
震
診
断
、
補
強
設
計
、
耐

震
改
修
の
主
体
が
区
市
町
村
と
い
う
自

治
体
に
な
る
こ
と
か
ら
東
京
都
が
作
成
し

て
い
る
「
東
京
都　

耐
震
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
と
命
名
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
じ

つ
に
煩
雑
で
わ
か
り
に
く
い
。
せ
っ
か
く
そ

の
気
に
な
っ
た
建
造
物
の
オ
ー
ナ
ー
が
こ

の
サ
イ
ト
を
訪
れ
た
だ
け
で
や
る
気
が
失

せ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
す
で
に
改
良

に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
だ
が
、
自
治
体

と
の
調
整
も
含
め
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

内
容
へ
の
取
り
組
み
を
望
み
た
い
。
な
ぜ

な
ら
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
先
に
は
、
住
民
の
意

見
調
整
が
難
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
集
合

住
宅
や
木
造
住
宅
を
含
む
戸
建
て
住
宅

の
耐
震
補
強
が
控
え
て
い
る
か
ら
だ
。
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